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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第５区分
【発行日】平成26年6月26日(2014.6.26)

【公開番号】特開2012-240520(P2012-240520A)
【公開日】平成24年12月10日(2012.12.10)
【年通号数】公開・登録公報2012-052
【出願番号】特願2011-111492(P2011-111492)
【国際特許分類】
   Ｂ６２Ｊ  15/00     (2006.01)
   Ｂ６２Ｊ  23/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６２Ｊ  15/00    　　　Ｃ
   Ｂ６２Ｊ  23/00    　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成26年5月8日(2014.5.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
　左リヤサイドカバー５６Ｌと右リヤサイドカバー５６Ｒの下側の構造を図９に基づいて
説明する。
　図９に示すように、左リヤサイドカバー５６Ｌの前寄り下端に、第１フェンダ（図８、
符号５８）の左前側締結部（図８、符号８９Ｌ）と接続される左前取付部１０３Ｌが設け
られ、左リヤサイドカバー５６Ｌの後寄り下端に、第１フェンダの左後側締結部（図８、
符号９１Ｌ）と接続される左後取付部１０４Ｌが設けられている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
　加えて、右リヤサイドカバー５６Ｒの前寄り下端に、第１フェンダ（図８、符号５８）
の右前側締結部（図８、符号８９Ｒ）と接続される右前取付部１０３Ｒが設けられ、右リ
ヤサイドカバー５６Ｒの後寄り下端に、第１フェンダの右後側締結部（図８、符号９１Ｒ
）と接続される右後取付部１０４Ｒが設けられている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６０】
　以上に述べた鞍乗型車両１０の作用効果を以下に記載する。
　図１０（ｄ）に示す構成により、貫通開口部８０Ｌを第１フェンダ５８にのみ形成する
ため、貫通開口部８０Ｌの内径Ｄ３を、リヤクッション４５Ｌの機能性を確保した上でリ
ヤクッション４５Ｌの外径Ｄｃに近づけることができる。貫通開口部８０Ｌの内径Ｄ３が
リヤクッション４５Ｌの外径Ｄｃに近づくと、貫通開口部８０Ｌとリヤクッション４５Ｌ
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とのクリアランスＣ３を可及的に小さくすることができ、埃・塵等が第１フェンダ５８内
側に侵入することを抑制できる。
　加えて、図７に示す構成により、左リヤサイドカバー５６Ｌを左貫通開口部８０Ｌから
離して配置するため、左リヤサイドカバー５６Ｌの形状を左貫通開口部８０Ｌに関係なく
自由に設定することができる。したがって、埃・塵等が第１フェンダ５８内側に侵入する
ことを抑制でき、左リヤサイドカバー５６Ｌの形状を自由に設定することができる鞍乗型
車両１０を提供できる。
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